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平成19年度事業計画作成にあたり以下の方針を提示致します｡

〈基本方針〉

１.会員相互の交流を推進し､ 活力ある士会活動を行う｡

２.円滑な組織運営と将来展望を図る｡

３.県民の保健､ 医療､ 福祉に寄与する｡

４.他団体との交流､ 共同の取り組みを促進する｡

〈活動方針〉

１.県民に対する公益事業を推進し社会貢献につとめる｡

２.局長を中心に事業を行う｡

３.教育研修計画を会員に配布し計画的に事業を行う｡

４.理学療法士の職場管理運営などについて対話と交流を図る｡

〈重要活動方針〉

富山県をいくつかの地区に分け､ 地区代表者を決める｡

平成19年１月４日� � � � � � �
富山県理学療法士会 会長 塚本 彰

｢平成19年度の事業計画｣ を実現するためには会員の意見を傾聴し､ 対話により活力の

ある行動計画を実行していきます｡

重要活動方針は富山県をいくつかの地区に分け､ 小規模な地区で会員が顔見知りになり､

気軽に相談できる環境を作ることです｡ 今後､ そこから生まれる仲間づくりにより､ 互い

に顔の見える事業が展開できれば良いと考えています｡

今後､ 急速に各疾患に波及していくと思われる医療・福祉への地域連携については各地

区の実情に合わせて話し合っていくことが重要です｡ また､ 理学療法士としての必要な資

質の向上は各局で推進していただき､ 時代に即した理学療法専門知識や他部門の幅広い見

識の習得の場なども計画していくことが必要です｡

富山県民からの社会的要請に応えられるように､ 会員への学術的研鑚を応援し､ 公益活

動を推進していきたいと考えています｡
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平成19年４月１日から平成20年３月31日まで

収入の部 単位：円

科 目 細 目 予 算 前年度予算 増 減 備 考

会費収入 3,600,000 3,447,000 153,000

正 会 員 会 費 3,195,000 2,952,000 243,000 会費：9,000×325名 新入会員：9,000×30名

入 会 金 75,000 75,000 0 2,500×30名

賛 助 会 員 会 費 330,000 420,000 －90,000 賛助会費：30,000×11施設

事業収入 4,144,000 4,194,000 －50,000

学 術 局
専門領域研究部
事 業

1,490,000 1,600,000 －110,000
研修・講習会参加費：1,290,000

共催金：200,000

学術資料部事業 125,000 125,000 0 出版広告掲載費：125,000

教 育 局

卒前教育部事業 780,000

775,000 120,000

臨床実習教育研修会参加費：240,000 協賛金：300,000

理学療法教育研修会参加費：240,000

卒後教育部事業 115,000
卒後教育研修会参加費：35,000

あすなろ研修参加費：80,000

研修管理部事業

職 能 局

業務推進部事業

医療保険部事業

介護保険部事業

20,000 40,000 －20,000 研修会参加費：20,000

公 益

事 業 局

広 報 部 事 業

福祉事業部事業

保健事業部事業

0
リハビリテーション研修会事業参加費：200,000

200,000 400,000 －120,000

80,000 研修会参加費：80,000

特別事業 富山県理学療法学術大会 240,000 200,000 40,000 参加費：2,000×120名

事 務 局
福利厚生部事業 790,000 490,000 300,000

北陸三県交流会：360,000 県士会交流会：120,000

新人歓迎会：45,000 新年会費：265,000
情報管理部事業 304,000 564,000 －260,000 士会ニュース広告料：304,000

助 成 金 200,000 150,000 50,000 協会委託費

雑 収 入 利 息 500 1,000 －500

そ の 他 10,000 0 10,000 メディカルオンライン

当 期 収 入 合 計 ( Ａ )
前 期 繰 越 収 支 差 額

7,954,500
1,900,000

7,792,000
1,200,000

162,500
700,000

収 入 合 計 ( Ｂ ) 9,854,500 8,992,000 862,500������������������
平成19年４月１日から平成20年３月31日まで

収入の部 単位：円

科 目 細 目 予 算 前年度予算 増 減 備 考

繰 入 金 900,000 600,000 300,000
東海北陸理学療法学術大会
東海北陸理学療法学術大会
東海北陸理学療法学術大会

300,000
300,000
300,000

300,000
300,000

0

0
0

300,000

平成17年度分
平成18年度分
平成19年度分

事業収入 0 0 0
東海北陸理学療法
学 術 大 会 0 0 0

雑 収 入 利 息 5 5 0
当 期 収 入 合 計 ( Ａ )
前 期 繰 越 収 支 差 額

300,000
600,000

300,000
300,000

0
300,000

収 入 合 計 ( Ｂ ) 900,005 600,005 300,000������������������
平成19年４月１日から平成20年３月31日まで

収入の部 単位：円

科 目 細 目 予 算 前年度予算 増 減 備 考

繰 入 金 300,000 300,000 0
記 念 事 業
記 念 事 業
記 念 事 業

0
300,000
300,000

0
300,000

0

0
0

300,000

平成17年度分
平成18年度分
平成19年度分

雑 収 入 利 息 5 5 0
当 期 収 入 合 計 ( Ａ )
前 期 繰 越 収 支 差 額

300,005
1,500,000

300,005
1,200,000

0
300,000

収 入 合 計 ( Ｂ ) 1,800,005 1,500,005 300,000
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平成19年４月１日から平成20年３月31日まで

支 出 の 部 単位：円

科 目 細 目 予 算 前年度予算 増 減 備 考

学術局事業費 2,499,500 2,520,300 －20,800

専門領域研究部 1,984,500 2,017,800 －33,300 部会会議費：46,000 研究会事業費：1,938,500

学 術 資 料 部 515,000 502,500 12,500
印刷費：420,000 通信費：60,000 会議費：15,000
謝 礼：20,000

教育局事業費 993,000 889,000 104,000

卒 前 教 育 部 780,000

889,000 104,000

臨床実習教育研修会：540,000
理学療法教育研修会：240,000

卒 後 教 育 部 133,000 あすなろ研修：83,000 卒後教育研修会：50,000

研 修 管 理 部 80,000 管理費：10,000 事業費：70,000

職能局事業費 228,000 285,000 －57,000

業 務 推 進 部 98,000 165,000 －67,000 管理者会議費：66,000 印刷費：32,000 研修会事業費：0

医 療 保 険 部 88,000 60,000 28,000 会議費：8,000 消耗品：5,000 研修会事業費：75,000

介 護 保 険 部 42,000 60,000 －18,000 消耗品：10,000 会議費：12,000 通信費：20,000

公益事業局

事 業 費

898,000 1,145,000 －247,000

福 祉 事 業 部 217,000 417,000 －200,000

会議費：50,000

ノーマライゼーション推進事業：17,000

リハビリテーション研修会事業：150,000

保 健 事 業 部 204,000 239,000 －35,000

会議費：3,000 活動費：30,000 消耗品：15,000 (身障スポーツ)

会議費：50,000 活動費：15,000 通信費：16,000 印刷費：20,000

講師謝礼金：30,000 会場費：15,000 消耗品：10,000

広 報 部 408,000 388,000 20,000
理学療法週間事業費：165,000 会議費：50,000

健康と長寿の祭典事業費：23,000 広報誌：170,000

調 査 部 69,000 101,000 －32,000 会議費：9,000 通信費：40,000 定点調査費：20,000

特別事業費
富山県理学療法
学 術 大 会

470,000 440,000 30,000

講師謝礼金：50,000 会場費：100,000

準備運営費：80,000 印刷費：120,000

通信費：70,000 会議費：50,000

事務局管理費 3,099,880 2,664,880 435,000

事 務 部

財 務 部
1,185,000 925,000 260,000

会議費：100,000 通信費：250,000

活動費振込料：5,000 役員活動費：250,000

消耗品費：300,000 備品：200,000 (PC･マイク･スピカー)

公衆衛生学会協賛金：20,000 IT：60,000 (ADSL)

情 報 管 理 部 928,180 945,680 －17,500
印刷費：670,000 通信費：195,000 消耗品費：1,500

会議費：60,000 雑 費：1,680

組 織 部 12,500 12,500 0 会議費：12,500 (500円×5名×5回)

福 利 厚 生 部 918,500 771,000 147,500

新人歓迎会費：65,000 会議費：30,000

北陸三県交流会費：372,000 新年会費：294,000

県士会交流会費：157,500

表彰審査委員会 5,700 5,700 0 通信費：1,200 会議費：4,500

選挙管理委員会 0 5,000 －5,000 会議費：5,000

地 区 連 絡 会 50,000 0 50,000 会議費：50,000

繰入金支出 特別会計繰入金 600,000 600,000 0 学術大会繰入金：300,000 記念事業繰入金：300,000

予 備 費 1,066,120 447,820 618,300

当 期 支 出 合 計 ( Ｃ )
当期収支差額 (Ａ－Ｃ )

9,854,500
－1,900,000

8,992,000
－1,200,000

862,500
－700,000

次期繰越収支差額(Ｂ－Ｃ) 0 0 0



� �：平成19年１月11日(木)19：00～
場 所：富山市民病院リハビリテーション室

出席者：塚本 田村 滝田 島倉 寺田

政井 堀尾 川合 城戸 森山

有島 (書記)

＜報告事項＞

○事務局報告：ＰＴ協会関連・他都道府県士

会関連・関連団体からの事務局宛郵送物､

公文書発行､ 会員異動状況の報告｡

○第６回循環器講習会報告 (学術局専門領域

研究部) ：平成18年11月５日 (日)､ 富山

県厚生連滑川病院にて開催｡ ｢循環器障害

をとらえる｣ をテーマに心電図モニターの

見方や装着実技などが行われた｡ 参加者は

23名であった｡

○第４回研修会報告(学術局専門領域研究部)：

平成18年11月18日(土)､富山医療福祉専門

学校にて開催｡ ｢心大血管リハビリテーショ

ン｣ をテーマに､ 聖マリアンナ医科大学病

院理学療法士 渡辺敏氏より､ 大動脈解離

のリハビリテーションを中心にご講演いた

だいた｡

○その他：平成19年３月11日 (日) に開催予

定の ｢第13回富山県理学療法学術大会｣ に

ついて報告された｡

＜検討事項＞

１. ボウリング大会・新年会計画(福利厚生

部)：平成19年1月13日 (土)､ ｢富山地鉄

ゴールデンボウル｣､ ｢和の酒和の膳 ば

さら｣ にて開催予定｡ 今後も会員相互の

交流を深める場として､ 参加者を募って

いくことを確認｡

２. 第１回研修計画 (中枢神経研究会) ：温

泉リハビリテーションいま泉病院にて､

平成19年１月25日 (木)､ ２月22日 (木)

の２回に分けて､ 脳血管障害後遺症のリ

ハビリテーションについて小研修会を開

催予定｡

３. 第２回ケーススタディー (骨関節疾患研

究会) ：平成19年２月５日(月)､富山協

立病院にて ｢大腿骨頚部骨折の現状と課

題｣ をテーマに､ レクチャー形式で開催

予定｡

４. 平成19年度計画案・予算案：平成19年度

の会長メッセージ・事業計画指針(案)・

事業計画(案)・一般会計収支予算(案)が

提示された｡ 次回理事会 (拡大委員会)

で確認のうえ､ 総会にて会員に報告｡

５. その他：総会案内と選挙は平成19年２月

１日頃に公示､立候補締め切りは２月23

日とする｡

日 時：平成19年１月20日(土)14：00～

場 所：富山医療福祉専門学校 講堂

出席者：塚本 田村 滝田 堀尾 新

西川 島倉 城戸 川合 寺田

政井 竹中 中谷 金森 杉谷

酒井 中屋 増山 飯島 広川

菱田 柴田 宮原 (書記)

＜審議事項＞

１. 会長メッセージ・平成19年度事業計画指

針：会長 塚本より報告｡ 基本・活動方

針の他､ 重要活動指針として組織部より

提言された ｢地区連絡会｣ の設立を挙げ､

富山県を７つの地区に分け､ 互いに顔が

見える事業の展開を図るとの考えが出さ

れた｡

２. 平成19年度事業計画年間スケジュール案：����
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各部局の計画において､ 審議の上で概ね

日程が決定される｡ 平成19年度より､ 富

山県理学療法学術大会の開催時期が10月

と大幅に早まり､ 業務推進部主催の管理

者会議は医療保険改定時期を考慮し２月

末となる｡

３. 平成19年度事業計画案：各部局より計画

案を報告｡ 研修会においては､ 前年度に

引き続き､ 日本理学療法士協会教育・管

理系理学療法研究部会共催の計画が出さ

れた｡ 事務部より備品台帳作成案が提示

され､ 今後会員に分かりやすい備品案内

のあり方について検討する予定｡ 福利厚

生部事業の北陸三県交流会において､ 平

成19年度は富山県が主催となる他､ 対象

が士会役員に変更｡ 県士会会員の交流に

ついては､ スポーツを交えて地区対抗戦

など今後検討する｡

４. 平成19年度予算案：事務局長 城戸より

報告｡ 収入では､ 日本理学療法士協会か

らの理学療法週間事業協会助成金が､ 協

会委託費と名目変更｡ 支出では､ 予備費

が収入合計の１割を確保できている｡

����
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温泉リハビリテーションいま泉病院 重光 健一

私は､ 理学療法士の資格を取得して富山市内の病院に就職し､ はや４年､ ４月になれば５年

となります｡ そんな中で､ 年を追う毎に徐々に責任のある仕事に就くようになり､ 今回､ 責任

とは何かについて調べました｡

責任とは､ インターネットで調べたところ､ ｢社会における自由に伴って発生する負担であ

る｡ 自由な行為・選択に伴い､ 結果に応じた責任が発生する｡ その行為に応じた責任以外を負

う必要はない｡ 何が行為に応じた責任に当たるかは道義的なレベルにおいては不明確であり､

しばしば争いの原因となる｣ と言われています｡

私たちは､ 医療の現場で働いているため､ 事故が起こると責任が問題となってきます｡

医療事故と責任について調べてみると､ ｢医療機関と患者の関係は､ 一種の契約 (診療契約)

なのですが､ 患者さまが病院に訪れて治療してください､ といったときに､ 『あなたを治しま

す』 という契約は行えず､ 『あなたの病気について診断し､ 最善の治療行為を行う､ 最善を尽

くします』 という契約は行える｡ この 『最善を尽くします』 という言葉が､ 私たちにとって一

番大事な責任のとり方で､ 経過に万全の責任を負うのだと肝に銘じることに他ならない｡ 結果

について責任をとりえない､ だからこそ､ そこに至るまでの経過は私たちが全責任を負うこと

になる｣ と言われています｡

経過について責任を負うためには経過を記載するカルテが重要となってきます｡ カルテは誰

でも読むことができ､ どれだけ時間が経過していようとも説明することができる､ という必要

性があると思います｡ これは､ 専門職として重い責任ですが､ 果たすべき必要のあるものだと

思います｡

今後､ 何があるかはわかりませんが､ ｢責任｣ という言葉を今一度､ 自分の中で考えられた

ら幸いです｡

�������
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３月11日 (日) 学会終了後に総会がありま

す｡ 是非ご参加くださいます様､ お願いしま

す｡ 尚､ 委任状のハガキは出席される場合で

も出してください｡ 士会へのご意見､ 提案を

書き添えて送っていただけましたら幸いです｡

よろしくお願いします｡

会員の皆様で､ 職場の異動､ 自宅住所の変

更､ 改姓等の変更がある際には早めに異動届

提出をお願いします｡

����

今年度も終わりに近づき皆様にとってど
のような一年だったのでしょうか？今年度
は初めから医療報酬の改定や障害者自立支
援法の施行に伴い､ 様々な分野で影響があ
り大変だったのではないでしょうか？
当院でも平成19年２月より敷地内禁煙と
なります (これを書いているのは１月です)｡
愛煙家として肩身の狭い生活をずっと続け
てきましたが､ ついに年貢の納め時かと思
い､ 禁煙することを決めました｡ これまで
10数年間やめようとしてもなかなかやめら
れずにいました｡ しかし昨年末に体調を崩
して､ しばらく入院生活を送り､ ついに禁
煙することが出来ました｡ タバコを吸わな
くなったためかご飯が美味しくなり､ 調子
に乗って年末年始と食べ過ぎて､ この１ヶ
月で５kgも太ってしまい､ 現在も順調に
育っております｡
愛煙家の皆様で､ 禁煙を考えておられる
方々は十分に注意してくださいね！ (こん
なことになるのは私だけかもしれませんが…)

� � � �
情報管理部では､ 富山県士会員の

方から､ 士会活動の案内等､ 理学療

法に関係があると思われる様々な記

事を募集し､ 士会ニュース伝言板に

掲載していく予定です｡ 掲載希望の

方は､ 富山赤十字病院水島朝美まで

連絡をお願いします｡

【連 絡 先】

〒939ー0859 富山市牛島本町2ー1ー58

富山赤十字病院 リハビリテーション科

水島 朝美 まで

ＴＥＬ (076)４３３ー２２２２

ＦＡＸ (076)４３３ー２２７４

E－mail

rehabili＠toyama-med.jrc.or.jp
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事事務務局局イインンフフォォメメーーシショョンン

職能局の相談窓口
職能に対して､ 職能局では電話による相談

を受け付けています｡ お気軽に何でもお尋ね

ください｡

電話番号(0765)24‐3999 FAX(0765)24‐3684

魚津市健康センター 森山まで

E－mail：akira－moriyama＠city.uozu.toyama.jp

その他､ 理学療法に対しての疑問点は､ 事

務局で相談を受け付けています｡ 事務局まで

メール等でお願いします｡
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